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の 5 倍程度となり，定常流体力と同程度となり得ること また，吸込圧力が低くキャビテーションが発生した条件下
ではこれが更に増大する事が明らかにされた。一般的に回転機械製作時には製作誤差が含まれる。質量のアンバラン
スについては高度のバランシングが可能であるが製作誤差に伴って流体力にも不つり合いが生じるO 本研究では意
図的な“誤差"を付加した羽根車について不つり合い流体力を測定し，これを十分小にするためには従来用いられて
いた許容誤差よりはるかにきびしい条件で製作精度を管理する必要がある事を明らかにした。また，不つり合い流体
力は基本的には二次元非粘性解析により説明できる事を示した。また，高速高圧多段ポンプで発生する“回転数×羽
根車羽根枚数"成分の振動問題に対する対策法として流体力つりあわせによる振動低減法をまとめ，その有効性を
実機ポンフ。で、確認した。
最後に多段遠心ポンプに対して，上で求めたシール部及び、羽根車に作用する流体力を用いて振動計算を行い各要素
の影響を定量的に明らかにすると共に，格段の羽根車に作用する流体力を積極的に相殺させる組付け法を提案しその
有効性を実証しているO
以上のように本論文は遠心ポンプの軸振動の予測，低減荷対して重要な知見を与えるものであり，学位論文として
価値あるものと認めるO
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